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　道農政部が発表した道内の2016年産ビートの生産実績（市町村別）では、天候不順や台風被害の影響で、収量や

糖分に地域差が目立った。１ヘクタール当たりの収量は60トン超の町村がある一方、20トン台に落ち込む町もある

など大きく開いた。平均糖分は士幌町の16.8％で管内で最も高かった。
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道内16年産ビート　収量、糖分に地域差　平均糖分管内最高は士幌

の４品種で設定。

道産小麦の需要は

高まっているが、

輪作体系維持の観

点から大幅な増減

は難しく、前年並

みの面積に。十勝

は作付意向面積が

４万2301ヘクター

ル、指標面積も同

水準の４万2205ヘクタールとなった。

◆豆類　　金時は340㌶増

　小豆は、道産使用の拡大を進めた結果、消費量が前年

を上回って需要は回復傾向。16年産が作付面積減に加

え、収量も少なかったため、「17年産の生産は供給安定

化に向けて面積の確保が必要」とした。金時や手亡など

のいんげん類は、輸入品からの切り替えを進めるため

に、安定的な販売、供給体制が必要で一定の面積を確保

した。金時は16年産の収量、品質ともに低下し、今後の

供給不足の懸念があるため作付面積を増加。金時の指標

面積は、十勝で前年比340ヘクタール増となった。大豆

は、実需者のニーズに対応した安定供給体制を確立する

ため、全道で3370ヘクタール増、十勝で1573ヘクタール

増に設定した。

◆ジャガイモ　　実測6111㌶

　生食・加工用は意向面積で設定した。ただ意向が16年

の実測より少なかった十勝では、安定生産体制を維持す

る観点から実測の6111ヘクタールで設定した。

　でんぷん原料用は、道産でんぷんの生産基盤確保に向

けて、十勝は前年比１割増、全道合計では前年並みとし

た。

◆ビート　　318㌶増に設定

　16年産は台風などの影響で収量、糖分ともに平年を下

回る見込み。17年産は、前年実績を基にした実効性の高

い「実践指標」を設けて対応する。

　作付面積減少に歯止めをかける観点で、全道は前年と

同数、十勝は318ヘクタール増で設定した。

　16年産は春先の

強風で直播（ちょ

くはん）の畑など

一部で種をまき直

した。６月以降の

長雨や台風では冠

水した畑も多く、

大きさはあっても

「水ぶくれ」で糖

分が高まらない傾

向も指摘された。

　管内の平均糖分は16.3％で、豊作だった前年より1.3

ポイント減。市町村別では士幌町に次いで新得町が16.7

％、音更町が16.6％、帯広市と上士幌町が16.5％となる

など、12市町村が16％を超えた。

　１ヘクタール当たりの十勝平均の収量は50.18トンで、

同16.55トンの大幅減となった。70トン台はなく、最多

の芽室町の60.73トンと中札内村の60.18トンが60トンを

超えた。一方、池田町（27.99トン）と足寄町（28.2ト

ン）は20トン台の不作となった。30トン台も５町あっ

た。北海道糖業本別製糖所管内の東部地域では廃耕した

畑もあり、管内平均を下回った。

　作付面積は２万6056ヘクタールで同324ヘクタール増

えた。最多は帯広市の3325ヘクタールで、音更町の3030

ヘクタールが続いた。栽培戸数は音更町の423戸が最多、

１戸当たりの作付面積は広尾町の23.83ヘクタールが最

も多かった。

　直播の管内の作付面積は6407ヘクタールで、東部の町

を中心に高く、最も高いのは本別町の66.4ヘクタールだ

った。


